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  ＊　別途、指示あり

備考

学　習　内　容

実習期間　　：　4週間
内容と方法　：　健康課題を有する人を１名以上を受け持ち、看護過程を展開する。
　

  ＊「実習要項」　参照

学　　習　　課　　題

教科書 特に指定しない。

参考書等 特に指定しない。

学生の主体性を伸ば
すための教育方法と
学生への期待

実習では、看護を実践する者として必要な態度を身につけることが求められます。そのため、自己学習に取り組み、
準備を整えて実習に臨んでください。実習を通じて、患者や家族とのかかわりや看護師による看護の実際に触れる中
で、教科書や講義・演習では得られない学びを深める機会となります。主体的に実習に取り組み、悩んだり努力した
りする過程を経て、知識や技術が身につき、充実感や達成感を得られることを期待します。

選択
区分

必修

成績評価方法
(基準)

実習内容、自己学習、受け持ち患者記録、出席状況により目標到達度を点数化し評価する。

再試験の有無と
基準等

「実習の出欠席及び追実習に関する取扱要領」の第4条の記載される理由による1/4以上を超える欠席の場合に、追実
習を認めることがある。

ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ・
ﾎﾟﾘｼｰ
（DP）

D　様々な職種との連携において、看護専門職者としての役割を理解し、多職種による協働活動に参加できる。（技
能・表現）
E  地域社会に暮らす人々の生活支援において必要となる情報を分析し、健康課題を解決するための方策を考えること
ができる。（思考・判断）
F 地域社会に暮らす人々の健康課題の解決に向けて、対象に応じた看護を提供できる。（技能・表現）

A 人々の生命・尊厳・権利を尊重し、看護専門職者としての倫理観に基づいて行動することができる。（姿勢・態
度）
B 人々の生活に根ざした看護を実践するための幅広い教養と専門的知識を有している。（知識・理解）
C 多様な考え方や文化的背景を持つ人々の特徴に応じて、自らの看護活動の必要性や方法を説明するためのコミュニ
ケーション能力を有している。（技能・表現）

実務経験を活かした教育の取組

・担当教員全員は、看護職として実務経験がある。看護の実践及び教育・研究活動を行っており、その経験を活かして実習指導を行う。

また、実習施設では実務指導者から指導を受ける。

授業
形態

実習

科目等
履修生

ｵｰﾌﾟﾝｸﾗｽ

回復期・慢性期にある対象者（家族を含む）を受け持ち、健康課題を理解し各健康レベルに応じた支援を行うための看護実践能
力を養う。また、看護の対象となる人が住み慣れた地域で自分らしく安心して療養、生活できるように地域包括ケアシステムの
視点をもって、療養の場への移行における支援についても学ぶ。

1.看護の対象となる人の身体的、心理的、社会的側面を捉え、多側的に理解することができる。
2.看護の対象となる人の健康あるいは生活上の課題を明らかにすることができる。
3.看護の対象となる人の家族の思いやニーズを理解し、支援の必要性を検討することができる。
4.看護の対象となる人の健康あるいは生活上の課題に必要な看護計画を立案し、実践することができる。
5.看護の対象となる人の社会的背景をふまえ、家族や多職種と連携・協働しながら看護師の役割について理解することができ
る。
6.看護の対象となる人に必要な退院支援を検討することができる。
7.専門職者を目指す学習者として、省察と実践知を高めるための自己研鑽ができる。

成人・老年看護学実習Ⅱ
(地域包括ケア）
Adult・Gerontological
Nursing PracticeⅡ

石橋信江（303）他
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